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E-mail: uuu@u-u.co.jp　　　　早川善輝
今回、ＦＡＩクラブ例会に於いて『６連続陰線』について発表することになった。今回のレポートはこの発表にそくして同じ内容を掲載する。一部掲載データが過去の発表したものと重複しますがお許し下さい。

人気の反動を見るにはＦＡＩルール３．下にきての６連続陰線に注意。４．２０本下げたものは２０本あがる、がある。特にＷ底の形成の際に６連続陰線が発生すればそれこそ絶好の買い場ともいわれている。「６連続陰線」銘柄は市場から人気が急速に冷えた場合によく出現する。下にきてさらに「６連続陰線」が発生することは、さらに人気が離散し、「やはり駄目な会社だったのか、こんなに売られるのは倒産するに違いない。」と、売られ過ぎになり、もはや相場の自然な流れになった銘柄である。

当月添付資料・テーマ　「何故連続陰線６本なのか？　何故低位株なのか？」

1 株価変化率　陰線本数別、株価種類別、年別の株価成長変化率表である。　　　　　　　　　Ａ４版－２枚

今回テーマの内容を調べるために前回バブル基点８２年９月安値とFAIクラブ銘柄数多く決定された８５年７月を調査対象とした。各月の終値の各基点に対する株価変化率を求めたのが「最安値８２／９リスト」と「ＦＡＩスタート８５／７リスト」である。そこから株価種類別、陰線本数別に大別して添付表【株価変化率】にまとめた。先ず中央部をご覧頂きたい。両方とも９２年底値からは３年後、ＦＡＩスタート時点からでも１年後には低位株は外の株を抜きダントツで成長率トップを維持している。８９年には値嵩株に対して倍以上、約３倍も成長したことが歴然としている。陰線本数別では８９年の７本低位１００２％が最高で、次に８本以上低位７７８％、その次が６本７４７％となっている。又８年後のバブル崩壊後の暴落時でも６本、７本は最高ランクを維持している。つまりはそこが答えなのか？単純に考えれば低位株で連続陰線７本の株を底値状態の時に仕込み７年間寝かせておけば株価は１０倍という立証なのだが、果たして実際の運用はどうだろうか。あわせて各年別の株価変化率表もご覧下さい。いかに低位株が有利なのかは自ずとおわかりいただけると思う。平均では陰線本数６本～７本が最高であり（１本中位株除く）平均して年３０％利益成長を確保している。　※「最安値８２／９リスト」と「ＦＡＩスタート８５／７リスト」は多量のため今回は添付しません。必要な方はメールにてお申し込み下さい。エクセルファイルにて送信いたします。

個別銘柄ですと大底にて連続陰線７本で止まった銘柄は７年後に平均で１０倍。
4135%　552%　476%　865%　808%　675%　861%　533%　553%　563%　1002%です。
６連続陰線にて大底を迎えたほうが　1023%　886%　941%　716%　699%　1096%　1266%　800%　924%　888%　525%　727%　1406%　1026%とのように大きな確率で１０倍となります
2 月足陰線数一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ４版－２枚

3 ＦＡＩ銘柄各年別比較表　毎年どの銘柄がどの程度動いた変化率一覧表。　　　　　　　　　　Ａ３版－１枚

毎年３０％～増加銘柄多数、中には年増加率３００～５００％などという驚異的銘柄も多い。

4 日経２２５と６連続陰線関係グラフ　＆　日経２２５と各月30％株価増加銘柄数関係グラフ Ａ４版－２枚

ご覧になればおわかりになりますが、ある種のリズムが見いだせます。重要ポイントには→をしてあります。また、２つのグラフを重ねて透かして見ても連動性？もわかります。

＜Ⅰ＞９６年以降６陰線発生銘柄の今年６月までの株価変化、発生期日分布表

	　経過日数／

株価変動率
	100～
	200～
	300～
	400～
	500～
	600～
	700～
	800～
	900～
	1000～

	　 　～４９％
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	12
	17
	5
	　

	  ５０～７４
	　
	　
	1
	　
	4
	1
	56
	51
	1
	1

	  ７５～９９
	　
	1
	5
	　
	18
	4
	35
	20
	　
	　

	１００～１２４
	2
	10
	2
	1
	34
	1
	4
	4
	3
	　

	１２５～１４９
	2
	28
	　
	　
	22
	1
	2
	1
	　
	　

	１５０～１７４
	　
	11
	　
	　
	13
	2
	1
	1
	　
	　

	１７５～１９９
	　
	10
	　
	　
	5
	　
	　
	　
	　
	　

	２００～２９９
	　
	6
	　
	　
	3
	1
	　
	1
	　
	　

	３００～３９９
	　
	2
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	４００～
	　
	　
	　
	　
	　
	1
	　
	　
	　
	　


上記表より６陰線発生最終月より３００日以内のグループ・４００～６００日のグループ７００～９００日のグループの３つないしは２つに大別でき、山が移動していることが確認できる。初動のものほど発生価格を現在が大きく割り込んでいるものが目立つ。近く発生銘柄ほど上昇率は高く分布し。大きく３段下げている事実もうかがえる。

＜Ⅱ＞累計連続陰線数上昇率（７月末時点）
	連続陰線数合計
	　銘柄数
	上昇率
	連続陰線数合計
	　銘柄数
	上昇率
	連続陰線数合計
	　銘柄数
	上昇率
	連続陰線数合計
	　銘柄数
	上昇率

	27
	1
	172%
	19
	4
	155%
	14
	25
	127%
	9
	18
	71%

	25
	1
	110%
	18
	2
	106%
	13
	21
	120%
	8
	39
	102%

	22
	3
	147%
	17
	3
	183%
	12
	21
	111%
	7
	102
	91%

	21
	4
	152%
	16
	1
	74%
	11
	8
	71%
	6
	118
	87%

	20
	3
	147%
	15
	11
	122%
	10
	9
	94%
	　
	　
	　


· 過去６連続陰線の合計本数が多ければ多いほど上昇率は期待できる。　　　　　　　　　　　　　例会のみＡ４版－２枚
· また、過去連続陰線が発生した銘柄は再度発生しやすい。　　　　　（6連続陰線発生ｆａｉ銘柄一覧＆過去発生リスト）

＜Ⅲ＞ここ数年間の６連続陰線銘柄数のデータ数及び６陰線が発生しない月（●印）（１以下）

	　
	１月
	２月
	３月
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月

	９７年
	92
	110
	308
	182
	26
	15
	15
	18
	19
	29
	116
	197

	９８年
	3
	4
	3
	4
	3
	6
	15
	76
	79
	63
	2
	5

	９９年
	3
	2
	0
	2
	4
	1
	3
	1
	　  14
	　48
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	９４年
	●
	●
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	９５年
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	●
	　
	　
	　
	　

	９６年
	●
	　
	　
	●
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	９７年
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	９８年
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	９９年
	
	　
	●
	　
	　
	●
	　
	　
	　
	　
	　
	


発生数１以下データは年後半には９０年以降９１・９５年以外には発生していない。また、９２年９７年９８年は全く発生なし。つまり９０年暴落以降のアノマリーと密接に関係している。特に今年は９６年相場と似ている

＜Ⅳ＞【季節別相場のアノマリー】

	前半３～５月上昇型
	　
	９０年
	９１年
	　
	９３年
	９４年
	　
	９６年
	９７年
	　
	９９年

	下落型
	　
	　
	　
	９２年
	　
	　
	９５年
	　
	　
	９８年
	　


＜Ⅴ＞月別陰線発生数（十字含む）

	陰線
	１月
	２月
	３月
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月

	１本目
	439
	868
	159
	213
	926
	222
	743
	861
	882
	　916
	　
	　

	２本目
	331
	305
	88
	33
	137
	140
	135
	530
	652
	692
	　
	　

	３本目
	25
	228
	26
	19
	16
	37
	88
	102
	424
	　524
	　
	　

	４本目
	8
	18
	16
	7
	10
	8
	24
	69
	78
	　346
	　
	　

	５本目
	3
	6
	5
	4
	4
	5
	4
	16
	55
	　66
	　
	　

	６本目
	3
	2
	0
	2
	4
	1
	3
	1
	14
	　48
	　
	　


· １陰線が月６００銘柄越える月が半年以上続くと当然に６連続陰線が増加し底が近くなります。

定例：１０月度分データ分析

対象銘柄

東証１部　　FAI銘柄（銀行、電気、ガス、証券除く１２２２銘柄中）

調査期間

調査期間　　　個別銘柄１９９９年５月～１９９９年１０月　　６ヶ月間

相場判定１９７９年６月～６ヶ月、つまり１９８０年１月度判定～現在まで

調査方法

月足が６ヶ月連続して陰線の銘柄を抽出

注意点　　　あくまでも機械的に抽出した銘柄ですので月足グラフにてＦＡＩルールにて適合するかはご判断下さいください。また、この陰線６本目に大底を打つ銘柄、さらに数ヶ月おいてさらに下落する銘柄も検索結果には多数あることをご留意ください。

抽出結果（１０月度データ確定後）

【６連続陰線】当月は下記４８銘柄
	　
	コード
	銘柄
	　
	終値
	出来高
	　
	コード
	銘柄
	　
	終値
	出来高

	1
	1661
	瓦斯開発
	東１
	514
	1614
	25
	6970
	日コンラク
	東１
	571
	4146

	2
	1804
	佐藤工
	東１
	67
	9171
	26
	7007
	佐世保重
	東１
	107
	2762

	3
	1823
	住友建
	東１
	122
	2158
	27
	7294
	ヨロズ
	東１
	559
	398.2

	4
	1837
	間組
	東１
	67
	7756
	28
	7897
	ホクシン
	大１
	256
	8.4

	5
	1925
	大和ハウス
	東１
	954
	17184
	29
	8025
	ツカモト
	東１
	239
	129

	6
	2102
	台糖
	東１
	261
	730
	30
	8069
	加商
	東１
	498
	170

	7
	2595
	キリンビバ
	東１
	1411
	1612
	31
	8077
	小林産
	大１
	196
	184

	8
	2810
	ハウス食品
	東１
	1502
	2945
	32
	8195
	デニーズ
	東１
	2330
	563

	9
	3216
	御幸毛
	大１
	475
	112
	33
	8235
	松坂屋
	東１
	385
	1320

	10
	3591
	ワコール
	東１
	1080
	4279
	34
	8238
	伊勢丹
	東１
	745
	8060

	11
	4104
	タテホ化
	大１
	285
	164
	35
	8801
	三井不
	東１
	779
	27566

	12
	4114
	日触媒
	東１
	549
	6617
	36
	8815
	東急不
	東１
	130
	8780

	13
	4204
	積水化
	東１
	513
	17896
	37
	8832
	小田急不
	東１
	205
	157

	14
	5012
	ゼネ石
	東１
	284
	3747
	38
	9007
	小田急
	東１
	325
	8809

	15
	5191
	東海ゴム工
	東１
	967
	1914
	39
	9008
	京王
	東１
	378
	10363

	16
	5233
	秩父小野田
	東１
	228
	17741
	40
	9009
	京成
	東１
	309
	8170

	17
	5812
	日立線
	東１
	460
	9328
	41
	9010
	富士急
	東１
	338
	241

	18
	5932
	三協アルミ
	東１
	104
	3467
	42
	9042
	阪急
	東１
	359
	11436

	19
	5936
	洋シヤター
	東１
	158
	968
	43
	9065
	山九
	東１
	115
	5414

	20
	5957
	日東精工
	東１
	198
	446
	44
	9113
	乾船
	東１
	85
	209

	21
	6242
	スピンドル
	東１
	195
	985
	45
	9303
	住友倉
	東１
	312
	4117

	22
	6339
	新東工
	東１
	230
	978
	46
	9304
	渋沢倉
	東１
	335
	1345

	23
	6362
	石井鉄
	東１
	225
	256
	47
	9305
	ヤマタネ
	東１
	171
	749

	24
	6588
	テック
	東１
	381
	8643
	48
	9938
	住金物産
	大１
	115
	261


解説

（1） ９月１０月度においても低位株８０２５ツカモト、９０４２阪急、９３０３住友倉、９３０５ヤマタネ　

他に注意として３２１６御幸毛、５８１２日立線、８０６９加商が発生しておりました。

1804佐藤工  底辺付近の下三角形　67円　　　　連ｂｐｓ１４８→１５０→３１　単ｂｐｓ２３５→２３６→７７

　　　　00 01両年、利益０予想　長期未収入金・債務保証・販売用不動産に将来にたいして損失発生懸念

　　　　ただし、リストラの効果が出はじめている。

1823住友建★★　　綺麗な下向き三角形今月も陰線継続中122円　　ｂｐｓ　１８２→１８３→１８４

但し００年に不動産子会社含み損処理の為大幅赤字予定。

1837間組★　　　　　綺麗な下向き三角形今月も陰線継続中67円　

連ｂｐｓ２４４→３４→３４　　単bps317→８８→９２

2102台糖　　底練りはまだ261円

4104タテホ化★★　　大阪銘柄285円　

5012ゼネ石　　下げがまだ止まらない。284円　過去のチャートの安定さが嘘のようだ。

5233太平洋セメント（秩父小野田）　下がる度に陰線の長さが増えている。底練りはまだか228円

5932三協アルミ☆　　何か面白い線組だ。正確に陰線６本ではないが陰線下部十字104円

5936洋シヤター　　下げがまだ止まらない。158円

5957日東精工☆　前回の安値１８５円をタッチ。198円

6242スピンドル　　195円　底練りはまだ。

6339新東工　　230円　陰線ごとに拡大タイプ

6362石井鉄　　225円　200円付近で底を形成しそうだが底練りはまだ。

6588テック　　　381円　長い十字線。まだ下げの途中みたい。

7007佐世保重★★★ 107円 前回の安値を底割れ。　　

7897ホクシン★★　   256円 大阪銘柄　きれいな三角形

８０２５ツカモト　★★★　239円　７本　　もう１年以上にわたって２２０円底値で下向き三角形を形成中。

　当月下へ抜いた。２期連続無配、ＢＰＳは降下中、連結ＢＰＳ２２８円、単独ＢＰＳ２０５円

8077小林産
　    196円

8235松坂屋　　

385円　まだ下げ止まりそうにもない。

8815東急不　　　 130円　おちついた下げ方。

8832小田急不　  205円　十字を含んだ６陰線。

9007小田急　　 　325円　底割れ中　未だ止まりそうにもない。

9008京王　　　　 　378円　　　　　　　　　〃

9009京成　      309円　　　　　　　　　〃

9010富士急　    338円　鉄道、底割れの中でも止まりそうな気配。

９０４２阪急　☆　  359円　７本　連結・単独ともＢＰＳ３期連続増加。連結ＢＰＳ１９２円、単独ＢＰＳ１７６円

9113乾船★★　   85円　底値８０円で下向き三角形。　　

9303住友倉　　　 312円　底割れ銘柄。

9304渋沢倉　    335円　Ｗ足をつけそうだが下へ抜けるかどうか。

９３０５ヤマタネ　★★　171円　７本
下にきてからすでに２年、陰線下部十字を含んだ６連続陰線だが当月始値は９６年最安値の１円違い

ＢＰＳは過去８期連続増加だったが特損解消の為、単独ＢＰＳ２３８円に

9938住金物産　  115円　大阪銘柄　底割れ中。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
1661瓦斯開発　514円　　３２１６御幸毛織　475円 ７本　4114日触媒　549円　4204積水化　513円

５８１２日立線　　460円　７本　6970日コンラク　571円　　7294ヨロズ　559円　

８０６９加商　９連続陰線。５０２円つけて引け５４０円。９７年１１月高値から当月で陰線２０本目。498円

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

以上。
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